
自己評価・学校関係者評価表（令和 7 年度 ） 

                                        岸和田いずみ幼稚園  

1、 本園の教育目標 

心身共に健康な子どもを育てる 

・ 自分の思いや考えが表現できる子ども 

・ 友達と仲良く遊べる子ども 

・ 根気よく頑張る子ども 

・ 相手を思いやるやさしい子ども 

2、 本年度、重点的に取り組む目標・計画 

・ 指導計画が教育要領や教育理念、子どもの実態に即しているかを把握し、教職員の共通理解をはかり、

教育の質を高める。 

・ 社会のニーズを意識し、確認していくことで、幼稚園が今後求められている役割を明確にしていく。 

3、 評価項目の達成及び取組状況 

教育項目 
評

価 
取 組 状 況 

新任の教師が他の教師との良好な

人間関係が築けるように、工夫や方

法を考えていく。 
A 

・幅広い年齢において、教師同士のミーテイングの機会を持っ

た。相互の意見を出し合い、考え方の違いを理解したり、意見の

共有を図った。主任の先生は、相互の意見を個別に聞きとり、

橋渡しを行った。 

・園内での保育観察を行い、アドバイスを行い、新任教諭の保育

に対する自信に繋がるように、助言を行った。 

絵本コーナーや各クラスの絵本を読

んだり見たり、聞いて、想像力や感

性を育て、言葉への関心を膨らませ

た。絵本は保育の導入や、保育の

隙間時間などに取り入れることが多

いが、主体的に活用する工夫を行っ

てきた。 

B 

・作品展で絵本をテーマにして絵画を描いたり、製作をした。子ど

も達と読みあい、子どもが出てくる言葉やエピソードをもとに子ども

との交流を深める。コミュニケーションをとりながら、子どもの思考

や豊かな心を育む。 

・絵本の読み聞かせにおいて、言語の理解力や語彙力を増や

し、話に筋道があることに気付かせた。 

・絵具等を利用して色水の変化を意識して、絵画の美しさを表現

した。 

南海トラフ地震や気候変動による洪

水や土砂崩れ等、国内で災害が多

様的で多発している。園内での月に

一度の避難訓練の内容を確認し、

災害時の対応力を高める。園児や

教職員の危機意識を高めた。 

A 

・避難訓練では、『保育室から園庭に避難する』という発災直後の

練習を行ってきた。その後屋内のより安全な場所に移動した

り、防災頭巾を着用し、個人の災害用の荷物を持ったりしてさ

らに、内容の幅広い訓練を行った。 

・保護者には園の備蓄用品の充足に協力を仰ぎ、次年度に用品

を増加することにした。また、ローリングストックとして、卒園するタ

イミングで、卒園児に一定の用品を渡すこととした。 

 



4、 学校評価の具体的な目標や計画の総合的な評価結果 

園での教職員の年齢層が広がるにつれて、相互のコミュニケーションをとる必要性を強く感じた。相手の考え方

を理解し、疑問や、相談事の原因や原点を知ることが大切である。保育の方法や保育の目標等、工夫して充

実した保育が行えたり、子ども達が楽しめる保育が行うことが出来たこと等、逆に反省したことや失敗したこと等

を情報共有して、教師自身の糧としていく。 

絵本の利用の方法は教師もよく研究をし、保育の活用をさらに深めていく。子ども達が自然の数字に興味を抱

いたり、身の回りの発見や気づき探求心を持てるような投げかけが出来るようにしていく。 

教師自身が常に探求心を持ち、自分自身も子どもとともに保育を楽しむことを心がけていく。 

 

５、今後取り組むべき課題 

課   題 具体的な取り組み方法 

預かり保育の利用者が近年増加傾向に

あります。異年齢の子ども達や、学級担

任ではない先生が関わったりするので、

保育内容や保育目標やねらいを担当の

教師が相互に意識し、理解し、預かり保

育を行うようにしていく。 

・異年齢の子ども達である為、発達段階に応じた保育内容を工夫し

ていく。 

・学級担任ではない子どもの様子を把握したり、子どもの特性を理

解するために情報の共有を行う。その方法を工夫する。 

・クラスから解き放たれて自由になりがちな子ども達を、トラブルに

ならないように、目配りをしていく。 

絵本コーナーや各クラスの絵本を読んだ

り見たり、聞いて、想像力や感性を育て、

言葉への関心を膨らませる。 

絵本は保育の導入や、保育の隙間時間

などに取り入れることが多いが、主体的に

活用する工夫をさらに行うようにしていく。 

・絵本を子ども達と読みあい、子どもから出てくる言葉やエピソードを

もとに子どもとコミュニケーションをとりながら、子どもの思考や豊か

な心を育む。絵本の楽しさや、表現の美しさに気付かせる。 

・絵本を活用し、虫や植物、気象等の自然の観察や、色水の変化

や身の回りの音の発見、またおもちゃの仕掛け等の興味を持たせ

実験や疑似体験を行う。 

園児の持ち物として、各自が飲料用の水

筒を各家庭より持ち運びの利便性を考慮

して肩かけ式を持参しています。園内に

おいて安全に水筒を持ち運びしたり、使

用できるように工夫していく。 

・移動中に走って転倒すると、水筒で身体を打撲することがある。

園児に移動中は走らないように注意の声掛けをする。 

・棚やロッカーから水筒を取り出すときに落としたり、紐を引っかけた

りしないように丁寧に扱うことを知らせる。 

・園内での保管場所として、低い位置に水筒を置いたり、取りやす

い場所にカゴ等を置き、そこで管理をするように工夫をする。 

６、学校関係者の評価 

特に指導すべきことはなく、妥当であると認められる 

７、財務状況 

公認会計士監査により、適正に運営されていると認められている。 

 


